
保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 3 4 2 1
Ｂ 7 5 5 8
Ｃ 2 3 4 2
Ｄ 0 0 1 1

総合評価点 69 69 56 58

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 7 5 5 4
Ｂ 5 5 7 8
Ｃ 0 2 0 0
Ｄ 0 0 0 0

総合評価点 86 75 81 78

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 6 7 6 5
Ｂ 4 3 6 7
Ｃ 2 2 0 0
Ｄ 0 0 0 0

総合評価点 78 81 83 81

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 4 3 4 4
Ｂ 6 5 8 8
Ｃ 2 4 0 0
Ｄ 0 0 0 0

総合評価点 72 64 78 78

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 8 10
Ｂ 3 2
Ｃ 1 0
Ｄ 0 0

総合評価点 0 0 86 94

生　徒　②時と場に応じた挨拶や言葉遣いができている。

令和４年度　串原中学校教育活動についての学校評価アンケート結果(12月)　

　Ａ：十分満足できた、あてはまる　　　　　　　　　Ｂ：おおむね満足できた、どちらかと言えばあてはまる　
　Ｃ：いまひとつであった、あまりあてはまらない    Ｄ：改善する必要がある、全くあてはまらない　（数字は人数）

保護者　①お子さんは，学校生活を楽しいと感じて学校に通っている。

生　徒　①学校に行くのは楽しいと思う。

保護者　②お子さんは，時と場に応じた挨拶や言葉遣いができている。

保護者　③お子さんは，社会のルールを守って生活している。

生　徒　③社会のルールを守ることができている。

保護者　④お子さんは、自分の考えや思いを人に伝えることができている。

生　徒　⑤授業では、自分の考えや思いがうまく伝わるよう話の組み立てや根拠を明確にして話している。

保護者　なし

生　徒　④話し合う活動では、相手の考えを最後まで聞き、友だちの考えを受け止めて、聞いている。
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令和４年度　串原中学校教育活動についての学校評価アンケート結果(12月)　

　Ａ：十分満足できた、あてはまる　　　　　　　　　Ｂ：おおむね満足できた、どちらかと言えばあてはまる　
　Ｃ：いまひとつであった、あまりあてはまらない    Ｄ：改善する必要がある、全くあてはまらない　（数字は人数）

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 3 4 3 4
Ｂ 5 2 6 3
Ｃ 3 4 2 4
Ｄ 1 2 1 1

総合評価点 61 56 64 61

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 2 2 5 4
Ｂ 7 7 3 3
Ｃ 2 3 3 2
Ｄ 1 0 1 3

総合評価点 61 64 67 56

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 4 2 2 2
Ｂ 7 7 6 5
Ｃ 1 3 2 3
Ｄ 0 0 2 2

総合評価点 75 64 56 53

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 7 3
Ｂ 4 8
Ｃ 1 1
Ｄ 0 0

総合評価点 83 72 0 0

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 3 3 5 5
Ｂ 8 9 5 5
Ｃ 1 0 2 2
Ｄ 0 0 0 0

総合評価点 72 75 75 75

生　徒　⑪自分には、よいところがあると思う。

保護者　⑤お子さんは、家庭学習の習慣が身についている。

生　徒　⑨家庭学習の習慣が身についている。

保護者　⑥お子さんは、読書の習慣が身についている。

生　徒　⑩読書の習慣が身についている。

保護者　⑦お子さんは、自分にはよいところがあると思っている。

保護者　⑧学校の特色ある教育活動（中山太鼓・手話教室・書道教室・福祉体験など）は、生徒にとって効果的な学習となってい
る。

生　徒　なし

保護者　⑨学校は、一人一人の確かな学力の定着を図るための授業の工夫に取組めている

生　徒　⑦授業の内容がよくわかる。

3
 

5
 

3 

1 

4

2

4

2

3

6

2

1

4

3

4

1

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

2 

7 

2 

1 

2

7

3

0

5

3 3

1

4

3

2

3

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

4
 

7 

1 

0 

2

7

3

0

2

6

2 22

5

3

2

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

7 

4
 

1 

0
 

3

8

1

0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

3
 

8 

1
 

0 

3

9

0 0

5 5

2

0

5 5

2

0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月



令和４年度　串原中学校教育活動についての学校評価アンケート結果(12月)　

　Ａ：十分満足できた、あてはまる　　　　　　　　　Ｂ：おおむね満足できた、どちらかと言えばあてはまる　
　Ｃ：いまひとつであった、あまりあてはまらない    Ｄ：改善する必要がある、全くあてはまらない　（数字は人数）

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 5 4 6 6
Ｂ 7 8 6 6
Ｃ 0 0 0 0
Ｄ 0 0 0 0

総合評価点 81 78 83 83

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 5 5 8 9
Ｂ 7 6 4 3
Ｃ 0 1 0 0
Ｄ 0 0 0 0

総合評価点 81 78 89 92

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 1 4
Ｂ 10 8
Ｃ 1 0
Ｄ 0 0

総合評価点 67 78 0 0

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 7 4
Ｂ 5 8
Ｃ 0 0
Ｄ 0 0

総合評価点 86 78 0 0

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 3 4
Ｂ 8 8
Ｃ 1 0
Ｄ 0 0

総合評価点 72 78 0 0

生　徒　なし

保護者　⑩学校は、ＩＣＴ機器を活用した学習形態の工夫に取り組めている。

生　徒　⑧ＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立っている。

保護者　⑪教職員は、学習や生活に関わる生徒や保護者の相談に応じている。

生　徒　⑥先生たちは、あなたの「努力する姿」や「よさ」を見つけ、ほめてくれる。

保護者　⑫学校の様子は、学校報「中山太鼓」、学級通信、お子さんの話、ホームページなどでよく分かる。

生　徒　なし

保護者　⑬学校は、警報時や、不審者・熊の情報などについて適切な対応をとっている。

保護者　⑭学校は、施設の整備や行き届いた清掃など、安心安全に過ごせる美しい環境づくりに努めている。

生　徒　なし
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令和４年度　串原中学校教育活動についての学校評価アンケート結果(12月)　

　Ａ：十分満足できた、あてはまる　　　　　　　　　Ｂ：おおむね満足できた、どちらかと言えばあてはまる　
　Ｃ：いまひとつであった、あまりあてはまらない    Ｄ：改善する必要がある、全くあてはまらない　（数字は人数）

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 2 1
Ｂ 9 8
Ｃ 1 3
Ｄ 0 0

総合評価点 69 61 0 0

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 7 4
Ｂ 2 5
Ｃ 3 1
Ｄ 0 2

総合評価点 0 0 78 64

保護者7月 保護者12月 生徒7月 生徒12月

Ａ 2 2

Ｂ 7 5

Ｃ 3 3

Ｄ 0 2

総合評価点 0 0 64 53

保護者　⑮ＰＴＡ活動は、子どもや保護者のために役立っている。

生　徒　なし

保護者　なし

生　徒　⑫自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしている。

保護者　なし

児　童　⑬難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。
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令和４年度　串原中学校教育活動についての学校評価アンケート結果(12月)　

　Ａ：十分満足できた、あてはまる　　　　　　　　　Ｂ：おおむね満足できた、どちらかと言えばあてはまる　
　Ｃ：いまひとつであった、あまりあてはまらない    Ｄ：改善する必要がある、全くあてはまらない　（数字は人数）

【読書習慣】について
・PTAの親子読書の取組みについて、小中の学習委員長が全校に働きかけるなど、PTA活動との連携を図る
ことができました。生徒の図書館利用が前回よりも増加【貸し出し冊数54冊(4月～7月）が60冊(9月～12
月）】しました。特に12月の図書館利用が活発であり、全校の3分の1の生徒が週1冊の図書館の本を借り
ていました。
・行事の準備や朝学習など学校での読書時間を確保できないこともありました。行事前は、一人で複数の
役割を担っている本校生徒の負担は他校の生徒よりも大きく、委員会として前期のような活動が十分にで
きませんでした。平時の委員会活動と行事時の活動の両立が今後の課題と考えています。
・串原振興事務所と連携して、ネットを活用した恵那市中央図書館の利用を始めるなど、本に親しむ機会
を増やしていきます。

　アンケートへのご協力ありがとうございました。結果を受けて、保護者、生徒、教師の三者で共有し、
今後、向上や改善に取り組んでいきたいと考えています。7月の結果と比較して気になった項目や小
学校と連携して取り組んでいきたい項目について、教師のアンケート結果も踏まえて、以下のようにま
とめました。

【学校生活の楽しさ】【粘り強さ・たくましさ】について
・保護者からの評価は、前回と変わらずでした。7月は40％程度の生徒がＣやＤの評価でしたが、12月は
25％に減少し、教師の評価も全員がＡ・Ｂとしているなど、前回よりも向上しました。その要因として、
運動会やふるさと祭りなど大きな行事を経験し、自己有用感や達成感を得ることが「楽しさ」につながっ
たのではないかと考えています。
・生徒たちは、日常生活や行事を通して、一つ一つ「壁」を乗り越えてきました。しかし、意思決定の場
面や失敗を恐れず挑戦する姿勢について生徒も教師も課題や物足りなさを感じています。
「自分でやると決めたことは、やり遂げる」について、Ａと評価した生徒が33％(前回58％)に減少しまし
た。また「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。」では、Ｄと評価した生徒が17％（前回
０％）でした。この結果を踏まえ、行事のみならず、日々の営みの中で確実にやり遂げることのよさを実
感させたり、壁を乗り越えるためのスキルを身に付けさせたりできるような指導・助言をしていきたいと
考えます。前回よりも総合評価点が下がったことや前回は無かったD評価がありました。「やり遂げられ
ない」原因を生徒自身に分析させ、挑戦しないことが「失敗」であることを理解させたいと考えていま
す。。
・粘り強く、最後までやり遂げる経験の先にある楽しさが実感できるように、スモールステップで着実に
成果を実感させる。また、目標設定の方法についても個別に指導する。
・避けなくてはならない困難や失敗かどうかを保護者や教師jはしっかりと見極める。すべての事に対し
て先回りや、道をつくってしまうのでなく、生徒の力で「壁」を乗り越えられるように見守る。生徒の成
長につながると考えております。

【時と場に応じた挨拶や言葉遣い】について
・生徒の評価は僅かに減少。保護者や教師の評価では前回なかった「C」評価がありました。行事や参観
日等で生徒の姿を直接見て頂く折に「挨拶」「言葉遣い」が満足いくものではなかったのではないかと考
えます。学校に限らず、日常生活おいて、挨拶や言葉遣いが雑になってしまうような姿が見られるようで
す。学校・地域・家庭で、進んで挨拶することやその場や相手に応じた言葉遣いができるよう、保護者・
地域・私たち教師から率先して生徒に働きかけるなど、「親しき中にも礼儀あり」の精神を身につけさせ
たいと考えます。
・学校運営協議会による「あいさつ活動」や、PTAによる家族でチャレンジ「進んであいさつしよ
う！！」なども実施しました。また、学校生活においても授業前後のあいさつや礼法なども不十分であれ
ばやり直すようにしております。ご家庭でも継続的に挨拶を大切にして頂けたら幸いです。

【学習／ＩＣＴ機器の活用】について
・職員同士で授業を公開し合い、成果と課題を話し合うなど、授業改善に取り組んだ成果が、授業内容の
分かりやすさや学力の定着につながったと捉えています。また、生徒は「話し方聞き方ステップ表」が意
識されており、「話す」「聞く」といった活動に手応えを感じていました。現状に満足することなく、よ
り高いレベルの「話し合い活動」を追求させたいと考えています。
・授業中のICT機器の活用は教師・生徒ともに有効に活用することができています。教育委員会からも本
校のICTを活用した「主体的・対話的な学習」を高く評価して頂いております。今後、保護者にもICTを活
用した学習の有効性について発信するなど、学習ツールとして正しく利用する方法を示していきたいと考
えています。
・家庭学習については、キュビナの取組みにおいて市内でも群を抜く問題数をこなしていることから教師
の評価が向上しました。しかし、保護者・生徒共に評価点が微減となりました。家庭学習の進め方につい
て個別に指導助言していきたいと考えます。また、中学校卒業後、自身の希望する進路が実現できるよう
現状に満足することなく、一歩上をめざすような取組みを推し進めたいと考えています。



令和４年度　串原中学校教育活動についての学校評価アンケート結果(12月)　
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【自己肯定感】について
・「先生たちは、あなたの「努力する姿」や「よさ」を見つけ、ほめてくれる。」について、生徒は前回
に引き続き実感（A評価、B評価併せて100%）しています。教師も評価点が向上しております。日頃から、
生徒の言動をよく見て、事実に基づき具体的に行いの良さを伝えるようにしています。そのことが、生徒
にも伝わっていることを大変嬉しく思っております。今後も、より生徒たちが自信をもてるよう、日々𠮟
咤激励しながら生徒をより大きく成長させらるよう取り組んでまいります。
・反面、保護者・生徒ともに「よさがある」と思うについて評価点が下がっております。私たち教師だけ
ではなく、近くで見守ってくださっている保護者からよさを伝えてくださることが、一歩上をめざす動機
付けとなるかと思います。自分の殻を破って、新しいことに挑戦できるよう、保護者・教師で連携を図っ
ていきたいと考えております。

【保護者からいただいたご意見等】
➀読書が嫌いなので…。
➁あいさつはたまにしかしない。
➂宿題はほとんど家でやらない。
➃スマートフォンなど情報化が急速に発達してしまい、これまでの子どもたちの学校生活でも新しい時代
が到来していると思います。社会性、社会に適応できるような学校生活をして頂ければと思います。
➄靴等、もう少し自由にして頂けると嬉しいです。サイズの合ったもので、真っ白な靴を探すのはかなり
苦労します。先生方には、子どものことを機にかけて頂きありがたいです。

【中学校より】
➀例年、購入する図書の選定に全校生徒が参加しておりますが、より幅広いジャンルや生徒が興味関心を
もつような本から選ぶことができるように、納入業者と連携を図っていきたいと考えています。また、本
年度ＰＴＡで実施した親子読書のように、家族で本に親しむ機会を設けて頂けたら幸いです。
➁保護者・地域・学校で連携して生徒の挨拶や言葉遣いの向上を図りたいと考えています。
➂個別の学習指導の一層の工夫改善が必要であると考えております。また、定期テストや実力テスト前の
学習計画についても個に応じた指導を充実させたいと考えております。是非、ご家庭でも見届けや声掛け
の程、よろしくお願いいたします。
➃個別最適な学習を進めるためのツールとして、学校や家庭での学習においてICTをより有効に活用でき
るようにする事と同時、継続的に情報モラルについて指導していきます。また、中学校での3年間だけで
はなく、より先を見据えた生き方についても指導していきます。
➄7月にも頂いた「通学靴」については、生徒と話題にしているところです。年度内に意見をとりまとめ
られるようにしております。

よりよい串原中学校になるよう取り組んでいきたいと考えております。
今後とも保護者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

その他
・学校の特色ある教育活動（中山太鼓・手話教室・書道教室・福祉体験など）は、生徒にとって効果的な
学習となっている。」について、A・B評価が９０%でした。ただ、7月は58%だったA評価が12月は25%に減
少しました。中山太鼓や福祉体験などを通して、生徒は達成感や楽しさを実感できると捉えています。と
りわけ中山太鼓については、保存会や関係機関、保護者のご協力もあり、夏休み以降、何度も演奏を披露
する機会があり、たくさんのお褒めの言葉を頂くなど、大変有難く感じております。去年、一昨年よりも
出来ることが増えては来ましたが、全て元通りというわけではありません。できる範囲を確かめながら工
夫して取り組んだり、一つ一つの活動の意味や意義を繋いだりしていくことが必要だと考えています。

【安心、安全】について
・「警報時や不審者・熊の情報などについて適切な対応をとっている」では、7月も12月もA評価、B評価
併せて100％でした。天候が不安定だった夏場は、当然の大雨や雷などで度々お迎えをお願いすることに
なりましたが、迅速に対応して頂きありがとうございました。今後もお迎えにご来校いただくまでは、学
校で待機させますので、ご都合のつく時間にお気をつけてお越しください。
・「施設の整備や行き届いた清掃など、安心安全に過ごせる美しい環境づくりに努めている」についても
今回のアンケートではA評価、B評価併せて100％でした。１２名の生徒全員が誠実に清掃活動に取り組ん
でいます。また、私たち教師も毎月の施設点検では、生徒目線で担当箇所を見回っております。
・6月の奉仕作業や8月・9月の壮健クラブによる運動場整備作業、休日に自主的に草刈りやアスファルト
の補修作業など、教師や生徒だけではできない場所の整備をして頂きました。おかげ様で、美しく整った
学習環境を維持することができていることに改めて感謝申し上げます。


